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村HP

広報みなみあそ
今のオモイ。

号外

熊本地震から10年
熊本地震から10年

　
あ
の
熊
本
地
震
か
ら
10
年
の
歳
月
が
流
れ
ま
し
た
。
歩
み

を
止
め
る
こ
と
な
く
、
今
日
ま
で
復
興
を
支
え
て
く
だ
さ
っ

た
村
民
の
皆
さ
ま
の
不
屈
の
精
神
に
、
心
よ
り
敬
意
と
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。
共
に
支
え
合
い
、
力
を
合
わ
せ
て
こ
の

困
難
を
乗
り
越
え
て
こ
ら
れ
た
こ
と
を
、
大
き
な
誇
り
に
感

じ
て
い
ま
す
。

　
振
り
返
り
ま
す
と
、
震
災
直
後
は
村
内
の
イ
ン
フ
ラ
が
甚

大
な
被
害
を
受
け
、
住
宅
や
道
路
の
復
旧
に
は
多
く
の
時
間

と
労
力
を
要
し
ま
し
た
。
ま
た
、
観
光
業
の
中
断
や
経
済
の

停
滞
な
ど
、
幾
多
の
苦
難
に
も
直
面
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

村
民
の
皆
さ
ま
は
決
し
て
希
望
を
捨
て
る
こ
と
な
く
、
手
を

取
り
合
っ
て
進
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
今
、
私
た
ち

は「
創
造
的
復
興
」を
経
て
、
新
阿
蘇
大
橋
や
南
阿
蘇
鉄
道
と

い
っ
た
強
固
な
基
盤
を
取
り
戻
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、

こ
の
基
盤
の
上
に「
持
続
可
能
な
南
阿
蘇
村
」を
築
い
て
い
く
、

新
た
な
挑
戦
の
ス
テ
ー
ジ
で
す
。

　
今
後
の
目
標
は
、「
村
を
強
く
、
明
る
く
、
前
へ
」。
私
た

ち
が
震
災
の
経
験
か
ら
改
め
て
そ
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
の
が
、

「
自
助
・
共
助
・
公
助
」の
精
神
で
す
。
自
ら
の
命
と
生
活
を

守
る「
自
助
」、
困
難
な
時
に
こ
そ
光
る
地
域
の
絆「
共
助
」、

そ
し
て
皆
様
の
歩
み
を
全
力
で
後
押
し
す
る
村
の「
公
助
」。

こ
れ
ら
を
よ
り
深
く
結
び
つ
け
、
災
害
に
強
く
、
助
け
合
い

の
心
が
あ
ふ
れ
る
地
域
社
会
を
築
い
て
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
そ
の
未
来
を
担
う
の
は「
人
」で
す
。「
次
世
代
の

人
材
育
成
」を
最
優
先
事
項
と
し
、
若
者
が
夢
を
描
き
、
子
育

て
世
代
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
を
整
え
、
多
様
な
挑
戦

を
村
全
体
で
後
押
し
し
ま
す
。
若
者
が
地
域
に
根
付
き
活
躍

す
る
こ
と
は
、
高
齢
者
の
人
々
の
安
心
や
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
再
構
築
に
も
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
で
す
。

　
私
た
ち
の
視
線
は
、
常
に
未
来
へ
と
向
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
美
し
い
南
阿
蘇
村
を
、
次
な
る
輝
き
へ
と
導
い
て
い
く

決
意
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
村
民
の
皆
さ
ま
と
共
に
、
よ
り
良

い
未
来
を
築
く
た
め
、力
強
く
前
へ
進
み
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

南
阿
蘇
村
長　
　
太
田 

吉
浩

熊
本
地
震
か
ら
10
年
を
振
り
返
っ
て

　
村
は
復
興
の
道
を
歩
ん
で
き

ま
し
た
が
、
今
後
も
阿
蘇
の
自

然
と
共
に
生
き
続
け
る
た
め
に

は
、「
あ
の
経
験
を
無
駄
に
し
な

い
」と
い
う
決
意
で
過
去
の
教
訓

を
活
か
し
、
新
た
な
備
え
を
築

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
私
自
身

が
特
に
学
ん
だ
の
は
、
平
時
か

ら
の
近
隣
と
の
繋
が
り
、
す
な

わ
ち「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
力
」を

維
持
し
、
手
の
届
く
距
離
の
日

常
を
充
実
さ
せ
て
お
く
こ
と
が
、

命
を
守
る
力
に
な
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

　
ま
た
、
次
な
る
災
害
に

備
え
、
経
験
を
伝
え
て
後
悔
す

る
人
を
減
ら
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
不
可
欠

な
の
が
、
世
代
を
超
え
た
伝
承

で
す
。
地
震
の
周
期
は
千
年
単

位
と
さ
れ
、
個
人
の
一
生
で
は

記
憶
を
繋
げ
ま
せ
ん
。
だ
か
ら

こ
そ
、
私
た
ち
が
次
世
代
に
記

憶
を
伝
え
る「
伝
え
手
」と
な
り
、

熊
本
地
震
震
災
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

K
I
O
K
U
を
通
じ
て
そ
の
使

命
を
果
た
し
て
い
き
ま
す
。

千
年
先
へ
記
憶
の
バ
ト
ン
を
繋
ぐ

熊
本
地
震 

震
災
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
K
I
O
K
U

　
　
　
　
　
統
括
デ
ィ
レ
ク
タ
ー　
久
保 

尭
之
さ
ん

■
前
震

　
平
成
28
年
4
月
14
日 

午
後
9
時
26
分

　
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
6
・
5

　
最
大
震
度
7（
村
内
で
は
河
陽
地
区
で
震
度
5
弱
）

■
本
震

　
平
成
28
年
4
月
16
日 

午
前
1
時
25
分

　
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7
・
3

　
最
大
震
度
7（
村
内
で
は
河
陽
地
区
で
震
度
6
強
）

■
人
的
被
害

•
死
亡
者 

…
… 

31
名（
関
連
死
15
名
含
む
）

•
重
傷
者 

…
… 

31
名

•
軽
傷
者 

…
… 

1
2
0
名

■
建
物
被
害

•
全　
　
壊 

…
…
… 

6
9
9
世
帯

•
半　
　
壊 

…
…
… 

9
8
9
世
帯

•
一
部
損
壊 

… 

1
，
1
7
3
世
帯 

※
2
0
2
1
年
1
月
時
点

■
そ
の
他

•
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン：
村
内
全
域
で
停
電
発
生
、最
大
3
，7
6
1
世
帯（
約

80
％
）で
断
水
発
生

•
交
通
イ
ン
フ
ラ
：
J
R
豊
肥
本
線
・
南
阿
蘇
鉄
道
の
不
通

　
　
　
　
　
　
主
要
道
路（
国
道
57
号
・
阿
蘇
大
橋
、
長
陽
大
橋
、

俵
山
ト
ン
ネ
ル
等
）の
寸
断

•
農
業
被
害
：
農
地
の
地
割
れ
、
農
業
用
水
路
の
被
災
、
人
手
不

足
の
悪
化

•
観
光
被
害
：
ア
ク
セ
ス
悪
化
、
施
設
被
災
、
風
評
に
よ
る
観
光
客
激
減

•
そ 

の 

他
：
山
腹
崩
壊
お
よ
び
そ
の
後
の
豪
雨
に
よ
る
土
砂
崩
れ
多
数

■
避
難
所

　
最
大
避
難
者
数　
2
，6
8
8
人（
4
月
16
日
）

■
村
＋
県
義
援
金

　
6
2
，4
3
2
，9
7
6
円

■
全
国
自
治
体
・
関
係
機
関
か
ら
の
派
遣
職
員

　
延
べ
8
6
，8
4
6
人

■
全
国
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
延
べ
2
2
，3
7
5
人 

※
2
0
1
6
年
10
月
時
点
で
の
南
阿
蘇
村
社
会
福
祉
協
議
会
調
べ

※
村
の
人
口
：
1
1
，
6
5
2
人
、
世
帯
数
：
4
，
7
4
4
世
帯（
2
0
1
6
年

2
月
末
時
点
）

※
平
成
28
年
6
月
19
日
か
ら
6
月
25
日
に
発
生
し
た
豪
雨
被
害
を
含
む

南
阿
蘇
村
の
被
災
状
況

　
発
災
当
初
、
村
と
縁
の
あ
っ

た
協
会
が
住
家
被
害
認
定
調
査

を
支
援
に
当
た
り
、
約
5
か
月

後
に
は
九
州
各
県
の
不
動
産
鑑

定
士
が
加
わ
っ
て
被
災
家
屋
の

調
査
を
行
い
ま
し
た
。
村
民
の

皆
さ
ま
の
立
会
い
の
も
と
、
丁

寧
に
説
明
を
し
な
が
ら
進
め
、

罹
災
証
明
書
の
早
期
交
付
に
貢

献
で
き
た
こ
と
は
、
私
に
と
っ

て
貴
重
な
経
験
で
す
。

　
被
災
者
の
願
い
は
迅
速
な
生

活
再
建
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に

は
適
正
な
住
家
被
害
認
定
と
罹

災
証
明
書
の
早
期
交
付
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
災
害
対
応
の
成

否
は
平
時
の
備
え
に
か
か
っ
て

お
り
、
調
査
の
迅
速
さ
と
公
正

さ
を
両
立
さ
せ
る
た
め
に
は
、

標
準
化
さ
れ
た
手
順
や
受
援
体

制
の
整
備
、
相
談
体
制
の
充
実

が
重
要
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
教
訓
を
次
世
代
に
確

実
に
引
き
継
ぎ
、
被
災
者
の
不

安
を
軽
減
で
き
る
仕
組
み
作
り

を
進
め
、
自
治
体
と
の
連
携
を

深
め
て
い
き
ま
す
。

熊
本
地
震
か
ら
学
ぶ
災
害
対
策
支
援
の
あ
り
方

公
益
社
団
法
人 

日
本
不
動
産
鑑
定
士
協
会
連
合
会  

理
事（
日
鑑
連
）

公
益
社
団
法
人 
熊
本
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会  

会
長（
士
協
会
）　
津
留 

伴
一
さ
ん

　
10
年
間
を
ま
と
め
る
と
、「
寂

し
い
」の
一
言
に
尽
き
ま
す
。

8
0
0
人
の
東
海
大
学
の
学
生

が
い
て
、
下
宿
の
学
生
と
一
緒

に
過
ご
す
の
が
当
た
り
前
だ
っ

た
あ
の
日
々
を
思
い
出
す
と
、

未
だ
に
涙
が
溢
れ
ま
す
。
下
宿

が
あ
っ
た
黒
川
地
区
は
被
害
が

大
き
く
、
学
生
以
外
の
住
民
も

減
り
続
け
て
お
り
、
子
ど
も
を

持
つ
世
帯
も
少
な
い
の
で
よ
り

寂
し
さ
を
感
じ
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
で
も
イ
デ
ア
I
T

カ
レ
ッ
ジ
阿
蘇
が
開
校
さ
れ
る

と
聞
い
た
と
き
は
大
変
嬉
し

か
っ
た
で
す
。
学
生
が
南

阿
蘇
の
地
を
選
ん
で
く
れ

た
こ
と
、
送
り
出
し
て
く
れ
た

ご
家
族
の
思
い
に
感
謝
し
て
、

現
在
も
大
家
を
続
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
東
海
大
学
の
学
生
団
体

と
は
定
期
的
に
イ
ベ
ン
ト
な
ど

で
交
流
し
て
お
り
、
力
を
も
ら

え
て
い
ま
す
。
地
震
の
出
来
事

を
風
化
さ
せ
ず
、
教
訓
と
し
て

残
す
た
め
に
、
語
り
部
と
し
て

も
活
動
し
て
い
る
の
で
、
過
去

と
現
在
を
自
分
の
言
葉
で
伝
え

続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

寂
し
い
け
れ
ど
前
向
き
に

下
宿「
新
栄
荘
」3
代
目
大
家　
竹
原 

伊
都
子
さ
ん

　
こ
の
10
年
で
全
国
か
ら
さ
ま

ざ
ま
な
支
援
が
あ
り
、
イ
ン
フ

ラ
を
中
心
に
村
の
環
境
は
と
て

も
良
く
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

震
災
後
、
私
は
グ
ル
ー
プ
補
助

金
を
申
請
し
、
何
と
か
震
災
前

の
よ
う
に
経
営
を
立
て
直
そ
う

と
奮
闘
し
ま
し
た
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
も
大
き

く
、「
完
全
な
復
興
ま
で
は
ほ
ど

遠
い
」と
い
う
の
が
現
在
の
正
直

な
感
想
で
す
。 　

　
観
光
客
を
増
や
す
こ
と
も
も

ち
ろ
ん
大
切
で
す
が
、 

村
民
一

人
一
人
が
幸
せ
で
あ
る
こ
と
が

本
当
の
復
興
だ
と
思
い
ま

す
。
私
は
、
人
や
資
源
が

多
く
の
困
難
を
乗
り
越
え
て
き

た
か
ら
こ
そ
、
今
も
南
阿
蘇
は

人
が
集
ま
る
場
所
と
し
て
愛
さ

れ
続
け
て
い
る
の
だ
と
自
負
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま

で
み
ん
な
で
大
切
に
守
っ
て
き

た
も
の
を
手
放
さ
な
い
こ
と
も

一
つ
の
復
興
だ
と
考
え
ま
す
。

村
に
と
っ
て
、
今
ど
う
す
る
こ

と
が
復
興
な
の
か
、
考
え
直
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

本
当
の
復
興
と
は

地
獄
温
泉 

青
風
荘
．
代
表
取
締
役　
河
津 

誠
さ
ん
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平
成
28
年
4
月
14
日
、
そ
し
て
16
日
に
発
生

し
た
熊
本
地
震
は
、
観
測
史
上
初
め
て
同
一
地

域
に
お
い
て
震
度
7
の
揺
れ
が
わ
ず
か
28
時
間

の
間
に
2
度
発
生
す
る
と
い
う
、
未
曽
有
の
事

態
と
な
り
ま
し
た
。
村
内
で
は
最
大
震
度
6
強

を
記
録
し
、
村
民
の
生
活
は
根
底
か
ら
覆
さ
れ

ま
し
た
。
困
難
と
も
い
う
べ
き
事
態
に
直
面
し

な
が
ら
も
、
懸
命
に
歩
み
続
け
て
こ
ら
れ
た
被

災
者
の
皆
さ
ま
の
努
力
な
ら
び
に
関
係
者
の
皆

さ
ま
の
ご
支
援
に
よ
り
、
南
阿
蘇
村
は
復
興
へ

の
道
の
り
を
歩
ん
で
き
ま
し
た
。
震
災
の
記
録

を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
教
訓
を
次
世

代
へ
継
承
し
て
い
く
た
め
、
10
年
の
節
目
に
本

紙
を
発
行
い
た
し
ま
し
た
。

熊
本
地
震
発
生（
前
震
）

平
成
28
年 

4
月
14
日

保
育
園
再
開（
9
時
〜
15
時
）

平
成
28
年 

4
月
26
日

小
中
学
校
再
開
7

平
成
28
年 

5
月
9
日

天
皇
皇
后
両
陛
下
訪
問
8

平
成
28
年 

5
月
19
日

南
阿
蘇
鉄
道
部
分
運
転
再
開

平
成
28
年 

7
月
31
日
　
　

熊
本
地
震
災
害
犠
牲
者

南
阿
蘇
村
追
悼
式
9

平
成
29
年 

4
月
16
日

立
野
・
新
所
・
立
野
駅
区
断
水
解
消

（
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
九
州
に
よ
る
井
戸
の
設
置
に
よ
り
）

平
成
29
年 

8
月
31
日

立
野
地
域
の
長
期
避
難
世
帯
解
除

平
成
29
年 

10
月
30
日

俵
山
ト
ン
ネ
ル
全
線
開
通
11

令
和
元
年 

9
月
14
日

南
阿
蘇
村
復
興
公
園（
防
災
公
園
）

落
成
12

令
和
2
年 

3
月
4
日

村
道
喜
多
〜
垂
玉
線
全
線
開
通

令
和
2
年 

3
月
18
日

J
R
豊
肥
本
線
全
線
開
通

令
和
2
年 

8
月
8
日

国
道
57
号
開
通
13

令
和
2
年 

10
月
3
日

新
阿
蘇
大
橋

開
通
14

令
和
3
年 

3
月
7
日

東
京
五
輪
聖
火
リ
レ
ー

聖
火
が
新
阿
蘇
大
橋
を
渡
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下
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第
1
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）落
成
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平
成
31
年 

2
月
15
日

本
震
発
生

平
成
28
年 

4
月
16
日

南
阿
蘇
村
復
興
へ
の
軌
跡1熊本地震直後の阿蘇大橋周辺　2運休を余儀なくされた南阿蘇鉄道　3敷地内に亀裂が入った旧東海大学阿

蘇キャンパス　4大きな被害を受けた村道栃の木・立野線　5南阿蘇村陽ノ丘みんなの家（集会所）。現在は移
転し、ヨ・ミュールの休憩施設として活用中　6長陽運動公園に建てられた応急仮設住宅

2 1

4 3

6 5

❶立野地区犀角山周辺の地表地震断層
❷黒川地区の地表地震断層
❸床瀬川橋
❹崩落した阿蘇大橋の橋げた
❺阿蘇ファームランド地下通路
❻阿蘇中央火口丘群の表層崩壊（地図外）
❼高野台大規模地すべり
❽数鹿流崩れ（大規模山腹崩壊）
❾旧東海大学 阿蘇キャンパス

 さい かく やま

 とこ せ がわ ばし

 す が る くず

9つの震災遺構
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